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広報
ありだ

もも い あおい



昭和33年２月　1号
記念すべき広報ありだ第１号は
市制施行の２年後、昭和33年
２月１日でした。今年で広報発
行64年を迎えます。

昭和45年12月　100号
中谷 良太郎第４代・５代市長
が初登庁した際の記事が掲載さ
れています。

昭和52年８月　165号
６月に市内でコレラが発生。
これを契機とし、より一層健康
で衛生的な、住みよいまちづく
りをめざそうと、７月に「衛生都
市宣言」が決議されました。

平成21年9月　550号
財政難の折、広報の予算も削減。
限られた紙面の中で効果的に伝
えるように。

平成30年1月　650号
堅実に努力を重ねてきたふるさ
と応援寄付が好調。今年度も多
くの皆様からご寄付をいただい
ています。

昭和51年1月　150号
市制施行20周年を迎える年の
新年記念号です。紙面には、20
歳を迎える方々のインタビュー
が掲載されています。

平成25年11月　600号
この時の表紙の桃井さんが大き
く成長して10歳に。
この年から現在の広報と同じ
ページ数になりました。

令和4年3月　700号
データ版の広報ありだも配信
中。ホームページやアプリ「マ
チイロ」、昨年からはLINEでも
ご覧いただけます！

なか たに りょう た ろう
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上野山 幸雄さん
うえ の やま ゆき お

昭和55年7月　200号
昭和54年に春夏連覇を達成し
た箕島高校野球部に「有田市ス
ポーツ賞」が贈られたことが書
かれています。

 

昭和63年11月　300号
この年に行われたソウルオリン
ピックでは、本市出身の吉田

よし だ

雅美氏が陸上競技 やり投げで
活躍しました。

みまさ

平成17年7月　500号
この年に初島中学校新校舎が完
成。初島中学校は３月末で閉校
しますが、令和５年４月に専門
学校を開校する準備を進めてい
ます。

平成9年３月　400号
有田東大橋やふるさとの川総合
公園が完成間近であることが書
かれています。

↑今年度は、令和３年６月号が毎日新聞社主催の「近畿市町村広報紙コンクール」で奨励賞、
　８月号の表紙が「和歌山県広報コンクール」１枚写真の部 第３位を受賞しました！

　
こ
の
時
は
若
か
っ
た
で
す
ね
！

当
時
、
農
業
が
会
社
に
な
る
と
い

う
発
想
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
農

家
を
や
る
中
で
「
商
売
も
や
り
た

い
、
農
家
の
枠
に
と
ら
わ
れ
た
く

な
い
」
と
い
う
思
い
は
ず
っ
と
あ

り
ま
し
た
。

　
60
歳
の
時
に
会
社
（
上
友
農
園
）

を
立
ち
上
げ
て
、「
つ
い
、も
う
一
つ
食

べ
た
く
な
る
み
か
ん
」を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、お
か
げ
さ
ま
で
、少
し

ず
つ
事
業
も
拡
大
で
き
て
い
ま
す
。

　
若
い
方
に
は
、「
出
る
杭
は
打
た

れ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
な
ら
ば
打
た

れ
な
い
ほ
ど
突
き
抜
け
れ
ば
い
い
」

と
伝
え
た
い
で
す
。
周
り
の
目
は

気
に
せ
ず
、や
り
た
い
こ
と
を
や
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　　

　
１
号
の
広
報
あ
り
だ
（
昭
和
33
年

　
　
　
発
行
）
の
紙
面
に
は
、「
財
政
再
建

団
体
の
指
定
を
受
け
る
」
と
い
う
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
64
年
間
、
皆
様
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
財
政
難
の
時
期
を
乗
り
越
え
、
こ

こ
数
年
は
財
務
体
質
が
改
善
さ
れ
、
様
々

な
未
来
へ
の
投
資
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　　

　
和
52
年
の
６
月
に
は
市
内
で
コ
レ

　
　
　
ラ
が
発
生
。
当
時
の
不
安
な
様
子

が
広
報
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
現
在

を
生
き
る
私
た
ち
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
不
安
と
戦
う
毎
日
で
す
。

引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
と
お
互
い
を
思

い
や
る
行
動
で
、
豊
か
な
生
活
を
取
り
戻

し
ま
し
ょ
う
！

　　

　
報
あ
り
だ
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

　
　
　
７
０
０
号
。
こ
れ
か
ら
も
、
分
か

り
や
す
く
、
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

広
報
あ
り
だ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
秘
書
広
報
課
　
℡
22 ― 

３
７
１
５

問

う
え
と
も

第昭広
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　人口減少や少子高齢化などにより、全国で急増している空き家。有田市も例外ではありません。し

かし、中にはまだまだ住める状態の空き家も多く存在しています。

　一方で、有田市への移住相談も増えており、そのほとんどの人は空き家を探しています。有田市で

はこうした方と空き家をつなぐ「空き家・空き地バンク」（以下、バンク）の取組を進めています。

　
　
　
育
て
が
一
段
落
し
、
移
住
の
た
め
に

　
　
　
様
々
な
物
件
を
探
し
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
有
田
市
で
と
て
も
良
い
ご
縁
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
空
き
家

の
状
態
が
良
か
っ
た
こ
と
や
、
改
修
す
る
た
め

の
補
助
金
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
果
物
と
釣
り

が
好
き
で
、
の
ど
か
な
雰
囲
気
で
あ
り
な
が
ら

も
、
ス
ー
パ
ー
や
病
院
な
ど
車
で
行
け
ば
す
ぐ

と
い
う
と
こ
ろ
も
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
！
今
後
、

生
活
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

子

　
　
　
か
ら
「
あ
の
空
き
家
を
私
ら
に

　
　
　
残
さ
ん
と
い
て
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
き
っ
か
け

で
し
た
。
そ
の
後
も
買
い
手
が
見
つ
か

る
か
不
安
で
し
た
が
、
登
録
し
て
か
ら

「
家
を
拝
見
し
た
い
」
と
何
件
か
連
絡

を
い
た
だ
き
、
す
ご
く
驚
き
ま
し
た
。

　
相
手
側
と
の
連
絡
は
市
役
所
が
間
に

入
る
の
で
安
心
し
て
進
め
ら
れ
、
こ
の

度
、
大
切
な
家
に
新
し
い
命
を
吹
き
込

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
と
な
り
、
本
当
に

嬉
し
く
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

娘

空き家に新たな命を！
特集

市村さんご夫婦
いちむら

伊藤 さん

空
き
家
所
有
者

移
住
予
定
者

活
用
さ
れ
た
方
の 

生
の
声

い とう

ARIDA　2022. ３ ④⑤ ARIDA　2022. ３

物件について簡単な聴き取りをさせ

ていただきます。お時間は５分～10

分程度です。ぜひお気軽にお問い合

わせください。

物件の調査をさせていただきます。

所有者様にも立ち合いをお願いして

います。

登録手続きとして申請書や誓約書に

記入していただきます。

移住希望者から契約の意向が示され

た場合、市から所有者様に連絡しま

す。仲介は県宅建協会の加盟業者が

行いますので、安心して

契約していただけます。

利用希望者から市役所に問い合わせ

があった際、内見の立ち

合いをお願いします。

日程調整は所有者様の

ご都合を第一優先と

しています。

　
最
近
は
、
移
住
希
望
者
の
空
き
家
・
空
き
地

バ
ン
ク
の
お
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
き
ま

す
。
バ
ン
ク
を
介
し
て
売
買
や
賃
貸
が
成
約
し

た
移
住
希
望
者
は
、
購
入
や
改
修
、
住
宅
新
築

費
用
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
改
修
が
必

要
な
物
件
で
あ
っ
て
も
、
成
約
し
や
す
く
な
り

ま
す
！

　
契
約
に
係
る
仲
介
に
は
市
と
協
定
を
結
ん
で

い
る
県
宅
建
協
会
の
加
盟
業
者
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
の
で
、
安
心
し
て
手
続
き
を
進
め
ら
れ

ま
す
。

　
少
し
で
も
空
き
家
の
売
買
や
賃
貸
を
お
考
え

で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

県
宅
建
協
会…

和
歌
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
空
き
家
を
バ
ン
ク
登
録
す
る
と
き

に
、
最
大
10
万
円
ま
で
家
財
道
具
処

分
費
用
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
バ
ン
ク
を
通
じ
て
空
き
家
（
地
）

を
売
買
（
賃
貸
）
契
約
す
る
と
き
、

仲
介
手
数
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す
！

　
購
入
・
改
修
と
も
上
限
１
０
０
万

円
な
ど
、
支
援
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓

問
・
申

問 所
有
者
向
け

売
買
契
約
の
仲
介
手
数
料
を
補
助
！

空
き
家
の
購
入
費
用
・
改
修
費
用

経
営
企
画
課
　
℡
22
ー
３
７
３
１

移
住
者
向
け

家
財
道
具
の
処
分
費
用
を
補
助
！

①市役所へ連絡 ②現地調査・登録手続き

④契約③内見対応

担
当
職
員
よ
り

補
助 

制
度

移住相談担当

光中 真依

空き家活用担当

花野 公輔
はな の こうすけ みつなか ま い

空き家・空き地バンクの  流れ

Before

After

Before

After
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第
44
回 

有
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

　
２
月
26
日
（
土
）
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
44
回
有
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
を
開
催
し
、
18
名

と
２
団
体
の
方
々
に
ス
ポ
ー
ツ
賞
各
賞
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

（
敬
称
略
・
種
目
別
・
50
音
順
）

世
界
大
会
出
場
、
全
国
一
位
な
ど
日
頃
の
努
力
と
栄
光
を
讃
え
る
　
　
　
　
■
　秘
書
広
報
課
　℡
22―

３
７
１
５

問

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

■
個
人

◇
陸
上

　
生
馬 

知
季
（
㈱
グ
ロ
ッ
プ
サ
ン
セ
リ
テ

　
　
　
　
　
　 

　
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ ― 

Ａ
Ｃ
）

い
こ
ま

と
も
き

■
個
人

◇
柔
道

　
石
本 

智
也
（
箕
島
中
学
校
）

◇
相
撲

　
臼
田 

哲
朗
（
箕
島
中
学
校
）

　
村
山 

謙
（
箕
島
高
校
）

■
団
体

◇
相
撲

　
和
歌
山
県
立
箕
島
高
等
学
校
　
相
撲
部

い
し
も
と
と
も
や

う
す
だ

て
つ
ろ
う

む
ら
や
ま
け
ん

■
個
人

◇
合
気
道

　
筋
原 

愛
子
（
近
畿
大
学
）

◇
ゴ
ル
フ

　
赤
松 

美
波
（
箕
島
中
学
校
）

◇
柔
道

　
椿
原 

梨
央
（
箕
島
中
学
校
）
　

　
山
本 

莉
子
（
箕
島
中
学
校
）
　

◇
相
撲

　
井
ノ
上 

豪
志
（
箕
島
高
校
）

　
田
村 

吏
玖
（
箕
島
高
校
）

す
じ
は
ら
あ
い
こ

あ
か
ま
つ

み
な
み

や
ま
も
と

り

こ

い

の
う
え
ご
う
し

た
む
ら

り

く

つ
ば
き
は
ら

り

お

■
個
人

◇
空
手
道

　
田
中 

創
士
（
日
本
空
手
道
教
育
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
道
場
）

　
畑
中 

晶
斗
（
有
田
一
心
館
）

◇
剣
道

　
岡
﨑 

潤
羽
（
宮
原
少
年
剣
友
会
）

　
新
宅 

高
之
（
宮
原
少
年
剣
友
会
）

◇
柔
道
・
相
撲

　
西
川 

重
太
朗
（
糸
我
小
学
校
）

◇
相
撲

　
佐
々
木 

泰
寿
（
保
田
小
学
校
）

◇
日
本
拳
法

　
豆
塚 
悠
月
（
和
歌
山
県
拳
法
連
盟
湯
浅
支
部
）

◇
野
球

　
上
野
山 

愛
海
（
和
歌
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
ズ
）

■
団
体

◇
剣
道

　
宮
原
少
年
剣
友
会

た
な
か
そ
う
し

は
た
な
か
ま
さ
と

お
か
ざ
き
う
る
は

し
ん
た
く
た
か
ゆ
き

に
し
か
わ
し
げ
た
ろ
う

さ

さ

き

た
い
じ
ゅ

ま
め
づ
か

ゆ
づ
き

う
え
の
や
ま

あ
い
み

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ュ
ニ
ア
賞

箕島高等学校相撲部 臼田哲朗 石本智也 生馬知季
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人事行政運営状況の公表

　本市職員の人事行政の透明性を一層高めるため、前年度を中心とした人事行政について公表します。
　給与等はすべて税や各種保険料を引く前の額で、いわゆる手取り額ではありません。

　　総務課　℡ 22-3742問

職員の任免及び職員数に関する状況 給料等に関する状況

1. 職員の採用状況

2. 職員の退職等の状況

区分 男性 女性 再任用 合計
1 35人数 19 15

3. 分限処分の状況

区分 免職 降任 休職 降給 合計
人数 0 0 1 0 1

区分 定年 勧奨 普通等 再任用任期満了 合計
5 2 16 2 25人数

4. 懲戒処分の状況

区分 免職 停職 減給 戒告 合計
人数 0 0 0 0 0

5. 部門別職員数の状況

（令和2年度）

（令和2年4月2日～令和3年4月1日）

（令和2年度）

（令和2年度）

（各年4月1日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数令和2年 令和3年

政
行
般
一

議 会 3 3 0
総 務 49 53 4
税 務 14 14 0
農林水産 12 8 △ 4
商 工 13 12 △ 1
土 木 10 14 4
民 生 78 82 4
衛 生 17 20 3
小 計 196 206 10
教 育 23 24 1
消 防 46 47 1
小 計 69 71 2

等
業
企
営
公

病 院 168 167 △ 1
水 道 8 8 0
下 水 道 0 0 0
そ の 他 21 20 △ 1
小 計 197 195 △ 2

総 合 計 462 472 10
※職員数増減の主な理由
　事務の統廃合、業務増、欠員補充など

1. 人件費の状況（普通会計決算）

住民基本
台帳人口
（2年度末）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件費率
B/A

人
27,057

千円
20,737,384      

千円
234,150     

千円
2,542,570      

%
12.26     

※人件費には、特別職に支給される給料等が含まれます

2. 職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費
B/A給料 職員

手当
期末勤勉
手当

計
（B）

人
265

千円
974,942

千円
154,146    

千円
383,336     

千円
1,512,424     

千円
5,707     

※職員手当には、退職手当が含まれていません

3. 平均給与月額と平均年齢の状況

区分
一般行政職 技能労務職

平均給与月額 平均年齢 平均給与月額 平均年齢

有田市 367,872円 42.1歳 306,579円 57.6歳

国 407,153円 43.0歳 328,603円 50.9歳

4. 職員の初任給の状況

区分
一般行政職

大学卒 高校卒

有田市 182,200円 150,600円

国 182,200円 150,600円

5. 特別職の報酬等の状況

（令和2年度）

（令和2年度）

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

（令和3年4月1日現在）

区分 給料（報酬） 期末手当

市 長 810,000円

副市長 680,000円

教育長 590,000円

議 長 500,000円

副議長 450,000円

議 員 420,000円

特別
行政

 6月期 2.175月分

 12月期 2.175月分

 計 4.35月分
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日本農業遺産「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステム」のロゴマーク募集中！

Ｒ02Ｈ27

詳しくはこちら

◆ごみの排出量の現状

◆ごみの処理について

◆もし、ごみを減らすことができたら

◆ごみを減量するためには

募集するロゴが象徴する内容
　　・傾斜地での石積み階段園によるみかん栽培

　　・多様な地勢（山や川の配置、標高など）・地質の組み合わせに応じたみかんの品種選定・栽培

　　・農家の高い観察力による優良品種発見と農家による苗木生産

　　・日本初の共同出荷組織「蜜柑方」を起源とする多様な出荷組織が共存

締め切り　４月30日（土）まで　どなたでも応募できます。
表彰　最優秀賞　１点　賞状、賞金10万円、優秀賞　２点　賞状、賞金２万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有田みかん課　℡ 22-3635

8,955ｔ

325.1kg

9,750ｔ

324.2kg

ごみ排出量（ｔ）

１人当たり排出量（kg）

　市の年間ごみ排出量は、平成27年度（9,750ｔ）から令和２年

度（8,955ｔ）までに約795ｔ減少していますが、人口の減少を考

慮すると、１人あたりの排出量ではほとんど変化がありません。

　令和２年度ごみ排出量（8,955ｔ）のうち、約87.9％（7,873ｔ）を環境センターで処理しています。環境セ

ンターは、有田市と有田川町が共同で運営しており、ごみ搬入量や人口比で運営経費をそれぞれ負担しています

が、令和２年度の有田市の負担割合は58.7％で、人口割合（51.9％）よりも高く、１人当たりの排出量が有田

川町より多いことがわかります。

　また、プラスチック類や、缶・金属類、ビン類、ペットボトルについても、リサイクルするために費用がか

かっています。

　ごみを減らすことができると、より少ないエネルギーでごみの運搬や焼却をすることができ、CO2の削減に

よる地球温暖化対策だけでなく処理費用の抑制にもつながります。

　家庭から出るごみを減量するためには、最も多いごみ『生ごみ』の減量が効果的です。
　皆さんのちょっとした心がけで簡単に生ごみの減量ができる 『３きり運動』。食材の「使いきり」、食品の「食

べきり」、生ごみの「水きり」をぜひ実践し、ごみを減量していきましょう。

ごみ減量「３きり運動」にご協力を！！ 　　生活環境課　℡ 22-3565問

問

食材を残さず

・買物前に冷蔵庫を
　チェックしましょう
・消費期限を把握して、
　食品ロスを

使いきり

家庭でできる『３きり運動』

食べきり

料理はおいしく残さず
食べ切ろう
・料理は必要な量だけ
　作りましょう
・余った食べ物は上手に
　保存しましょう

水きり

生ごみはしっかり
使い切ろう 水を切ろう

・切りくずはできるだけ
　濡らさないようにしましょう
・お茶やコーヒーの出し殻は
　乾かして捨て
　ましょう

生ごみの
約80％が水分と
言われています

　減らしましょう

⑨ ARIDA　2022. ３

毎年４月中旬から５月上旬まで、ふるさとの川総

合公園内において、皆様からご寄付いただいた

こいのぼりを掲げています。ご家庭で眠ってい

るこいのぼりがありましたら、ご連絡ください。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　都市整備課　℡ 22-3609

問　新型コロナワクチン接種推進室　℡ 82-5360問新型コロナワクチン接種について

問

　   

●追加接種（３回目）の前倒し接種について

　有田市では、国や和歌山県からの通知に基づき、　

下記の通り接種間隔の前倒し接種を実施します。

対象者
２回目の接種を終了した18歳

以上の方

接種可能時期
２回目の接種を終了した日から

６ヵ月以上経過後

例）２回目　令和３年９月１５日に接種された方

⇒　３回目　令和４年３月１５日より接種可能

◆３回目用接種券の送付
　接種可能となる月（接種間隔６ヵ月）の前月下

旬ごろに対象の方にお送りします。接種券がお手

元に届いてから、希望する医療機関にご予約して

ください。

◆集団接種（３回目接種）を実施します
日程　４月２日（土）・３日（日）
　　　　　９日（土）・10日（日）

場所　文化福祉センター
ワクチン　モデルナ社製
※詳しくは、3月号と同時に配布しているチラシ

　をご覧ください。

●１・２回目接種について

　現在実施している新型コロナワクチン接種（臨

時接種）は令和４年９月末までの予定となってい

ます。

　まだ１・２回目接種がお済みでない方で、接種

を希望される方はお早めに医療機関へご予約くだ

さい。現在、１・２回目接種を実施している主な

医療機関は下記のとおりです。

※接種曜日はいずれの医療機関も原則土曜日

〇垣本内科医院
　・接種対象者　満12歳以上　※妊婦の方も可
　・予約方法　電話のみ（℡ 88-6660）

〇利光こども医院
　・接種対象者　満12歳～15歳（中学生）
　　　※空き状況により15歳以上も可

　・予約方法　電話のみ（℡ 83-6331）

有田市とのトーク画面を開くと

下に「メニュー」バーが出てく

るので、タップ → メニュー画面

が出てくるので、左上の「ワク

チン予約」のボタンをタップ！
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広告

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４
月

１
日
時
点
で
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
小
型
特

殊
自
動
車
等
を
所
有
（
登
録
）
し
て
い
る
方

が
納
め
る
税
金
で
す
。
売
却
や
譲
渡
、
廃
棄

処
分
な
ど
で
現
在
所
有
し
て
い
な
い
場
合

は
、
届
出
を
し
て
登
録
を
抹
消
（
変
更
）
し

て
く
だ
さ
い
。

届
出
先

■
原
付
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）・
小
型

特
殊
自
動
車
等
／
税
務
課

■
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る
も
の
）
／

　
和
歌
山
運
輸
支
局
　

　
℡
０
５
０ 

ー 

５
５
４
０ 

ー 

２
０
６
５

■
軽
自
動
車
／
軽
自
動
車
検
査
協
会
　

　
℡
０
５
０ 

ー 

３
８
１
６ 

ー 

１
８
４
６

※

廃
棄
や
下
取
り
と
し
て
業
者
等
に
車
両
を

引
き
渡
し
た
場
合
や
、
盗
難
等
で
車
体
が

な
い
場
合
は
、
必
ず
廃
車
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
　
℡
22 

ー 

３
５
７
８

　
１
２
５
㏄
以
下
の
原
付
バ
イ
ク
の
み
な
ら

ず
、
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
の
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
田
植
機
や
、
工
場
等

で
使
用
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
も
、
所
有
に
よ
り
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
税
務
課
へ
の
届
出
及
び
標
識
交
付
申
請

が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
さ
れ

て
い
て
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
場
合
は
、
す
み
や
か
に
税
務
課

で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
（
申
告
済
み
の
事
業

用
償
却
資
産
を
除
く
）。

登
録
に
必
要
な
も
の
　
①
販
売
証
明
書
や
仕

様
書
等
の
車
両
情
報
（
車
名
・
型
式
・
車

台
番
号
・
排
気
量
・
形
式
認
定
番
号
）
が

分
か
る
も
の
②
車
台
番
号
の
石
刷
り
③
届

出
者
の
本
人
確
認
書
類

※

場
合
に
よ
り
右
記
以
外
の
必
要
書
類
や
、

手
続
時
間
を
要
す
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
税
務
課
　
℡
22 

ー 

３
５
７
８

　
不
動
産
貸
付
け
等
（
駐
車
場
や
ガ
レ
ー
ジ
、

貸
店
舗
や
貸
事
業
所
）
に
よ
り
得
た
収
入

は
、
所
得
と
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
不
動
産
所
得
が
20
万
円
以
上
で
、
給
与

所
得
等
と
合
算
し
計
算
し
た
結
果
、
所
得
税

が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
は
確
定
申
告
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
に
て
確
定
申

告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
確
定
申
告

が
不
要
な
方
で
あ
っ
て
も
、
市･

県
民
税
の

申
告
は
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
確
定
申
告
で

不
動
産
所
得
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
は
、
改
め
て
市･

県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
税
務
課
　
℡
22 

ー 

３
５
７
９

　
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
毎
年
４
月
１

日
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、

３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
簡
易
書
留
に

て
送
付
し
ま
す
。

■
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合

①
不
在
で
受
け
れ
な
か
っ
た
場
合
、
保
険
証

は
、
４
月
以
後
に
市
役
所
へ
返
送
さ
れ
ま

す
。
窓
口
で
保
険
証
を
受
け
取
る
際
は
、

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
証

を
発
送
せ
ず
お
預
か
り
し
ま
す
。
行
き
違

い
で
す
で
に
納
付
済
の
場
合
は
期
間
を
要

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
、

本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
に
な
り
、
保
険

証
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、
納
付
が
困
難

な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
健
康
課
　
℡
22 

ー 

３
５
０
４

問 問

問 問

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・

　
名
義
変
更
の
届
け
は
３
月
31
日
ま
で
に
！

小
型
特
殊
自
動
車
の
登
録
を
！

不
動
産
収
入
が
あ
る
方
へ

お
し
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和4年 2月 1日現在】

人口　26,663人（前月比-50人）
男　12,684人　女　13,979人
世帯数　11,711戸

令
和
３
年
度

　
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
９
期
）

　
介
護
保
険
料
（
第
９
期
）

　
　
　
納
期
限
は
３
月
31
日
（
木
）
で
す
。

234,150     2,542,570      12.26     

1,512,424     5,707     
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問　市民課
　℡ 22- 3561

広告

■
産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

免
除
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月

の
前
月
か
ら
４
か
月
間
。な
お
、多
胎
出
産

の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上

の
出
産
の
こ
と
で
、
死
産
、
流
産
、
早
産

さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。

対
象
者
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

届
出
時
期
　
出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら

届
出
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
身
分
証
明
書
、
母
子
健
康
手

帳
（
出
産
前
に
申
請
す
る
場
合
）

※

被
保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出

産
証
明
書
な
ど
の
出
産
日
及
び
親
子
関
係

が
わ
か
る
書
類

※

郵
送
で
の
お
手
続
き
も
可
能
で
す
。

　
　
健
康
課
　
℡
22 

ー 

３
５
０
４

　
子
育
て
中
の
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た

こ
の
講
座
も
、
今
年
で
７
回
目
。
お
子
さ
ん

の
「
行
動
」
の
理
解
の
仕
方
を
学
び
楽
し
く

子
育
て
す
る
自
信
を
つ
け
る
こ
と
、
子
育
て

の
仲
間
を
見
つ
け
る
機
会
と
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る

時
間
を
一
緒
に
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
４
月
11
日
・
18
日
・
25
日
・

　
５
月
９
日
・
16
日
・
23
日
（
月
）（
全
６
回
）

　
９
時
30
分
〜
（
原
則
全
日
参
加
で
す
が
、

欠
席
さ
れ
た
場
合
の
フ
ォ
ロ
ー
あ
り
）

場
所
　
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
民
年
金

　産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
免
除

対
象
　
市
内
在
住
で
、
幼
児
〜
小
学
生
の
子

を
持
つ
保
護
者
の
方

定
員
　
10
名（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
　
無
料

内
容
　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
１
回
１
時
間
〜

１
時
間
30
分
程
度

講
師
　
植
田 

喜
樹
（
市
役
所
福
祉
相
談
室
、

臨
床
心
理
士
・
公
認
心
理
師
）

申
込
み
　
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

託
児
　
あ
り
（
申
込
み
の
際
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
）

　
　
福
祉
相
談
室
　
℡
22 

ー 

３
５
４
１

　
有
田
み
か
ん
海
道
の
展
望
台

周
辺
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

湯
浅
湾
の
絶
景
や
天
気
の
良
い

日
に
は
四
国
ま
で
見
渡
せ
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　
・
　
　
産
業
振
興
課
　
℡
22 

ー 

３
６
２
４

　
小
学
生
か
ら
一
般
の
方
々
ま
で
、
俳
句

１
３
０
０
句
、
短
歌
３
２
２
首
、
計
１
６
２
２

作
品
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

■
俳
句
の
部

小
学
生
　
初
島
小
学
校
６
年
　
児
嶋 

美
紅

中
学
生
　
保
田
中
学
校
３
年
　
川
嶋 

菜
々
子

一
般
　
　
森
山 

千
代

■
短
歌
の
部

小
学
生
　
糸
我
小
学
校
６
年
　
佐
々
木 

未
羽

中
学
生
　
保
田
中
学
校
２
年
　
大
西 

あ
か
り

一
般
　
　
嶋
田 

嘉
鶴
子

　
　文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
　℡
82 

ー 

３
２
２
１

　
宮
原
地
区
連
合
自
治
会
、
初

島
地
区
連
合
自
治
会
、
港
町
連

合
自
治
会
で
は
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
て
、
地
区
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
備
品
等

の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
太
鼓
や
ス
ポ
ー
ツ
用
品
等
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

充
実
・
強
化
を
図
る
役
割
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　
経
営
企
画
課
　
℡
22 

ー 

３
７
３
１

テ
ー
マ
　「
山
・
川
・
海
　
自
然
に
満
ち
あ

ふ
れ
る
ま
ち
　
有
田
市
」

撮
影
場
所
　
市
内
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

期
間
　
３
月
１
日
（
火
）
〜
８
月
15
日
（
月
）

応
募
方
法
　
有
田
市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、「
＃
有
田

市
観
光
協
会
フ
ォ
ト
コ
ン2022

春
夏
」

を
つ
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
有
田
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
有
田
市
観
光
協
会
事
務
局
（
市
産
業
振

　
　
興
課
内
）　
　

　
　
℡
22 

ー 

３
６
２
４

問

有
田
み
か
ん
海
道
の

　
　

 

展
望
台
周
辺
を
整
備
し
ま
し
た
！

♪
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
♪

問 問申

問

問 問

第
16
回
文
芸
大
会

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

有
田
市
観
光
協
会

　フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

こ

じ
ま

み

く

か
わ
し
ま

な

な

こ

も
り
や
ま

ち

よ

さ

さ

き

み

う

お
お
に
し

し
ま

だ

か

ず

こ

宮原地区連合自治会初島地区連合自治会港町連合自治会

う
え

だ

よ
し

き
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Hospital Topics ～有田市立病院～
■
「
分
娩
再
開
」
の
お
知
ら
せ

　
令
和
４
年
２
月
21
日
よ
り
、
令
和
元
年
度
か

ら
停
止
し
て
い
た
分
娩
受
け
入
れ
を
再
開
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
皆
様
か
ら
分
娩
再
開
を

望
む
声
を
多
数
い
た
だ
き
、多
く
の
ご
心
配
や
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、安
心
・

安
全
な
分
娩
・
産
婦
人
科
医
療
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
受
診
に
際
し
詳
細
は
産
婦
人
科
外
来

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
小
児
科

　休
日
対
応
の
ご
案
内

日
時
　
３
月
５
日
（
土
）・
26
日
（
土
）

　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
右
記
の
日
程
で
、
小
児
科
医
が
休
日
対
応
を

行
い
ま
す
。
お
子
さ
ま
の
急
病
時
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※

来
院
前
に
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

変
更
時
は
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
病
児
保
育
室「
き
ら
り
ん
」の
ご
案
内

　
病
児
保
育
室
で
は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い

程
度
の
病
状
で
、
病
気
の
急
性
期
か
ら
回
復
期

に
あ
り
、
家
庭
で
の
看
護
や
集
団
で
の
保
育
が

困
難
な
お
子
様
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
よ
り
、有
田
市
内
在
住
の
方（
生

後
６
ケ
月
以
上
小
学
６
年
生
ま
で
）
の
利
用
料

金
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

※

利
用
に
際
し
て
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

保
育
室
直
通
　
℡
・
FAX 

23 

ー 

８
０
５
１

　
　
市
立
病
院
　
℡
82 

ー 

２
１
５
１

問

■
実
例
紹
介

　
高
齢
の
父
が
亡
く
な
り
、
残
さ
れ
た
子
ど

も
二
人
が
遺
産
の
分
割
で
言
い
争
い
に
な
り

ま
し
た
。
東
京
で
暮
ら
す
妹
は
、「
実
家
の

土
地
建
物
や
田
畑
は
兄
さ
ん
に
譲
る
代
わ
り

に
預
貯
金
全
部
を
私
が
も
ら
う
」
と
主
張
し

ま
す
が
、
実
家
に
暮
ら
す
兄
は
「
田
畑
の
管

理
は
大
変
で
相
続
す
る
だ
け
で
大
赤
字
な
の

に
預
貯
金
も
私
が
相
続
し
な
い
と
割
に
合
わ

な
い
」
と
一
歩
も
譲
り
ま
せ
ん
。「
全
部
売

り
払
っ
て
お
金
に
し
て
分
け
れ
ば
い
い
」
と

妹
が
言
い
返
し
て
も
、
兄
は
「
先
祖
代
々
受

け
継
が
れ
て
き
た
土
地
だ
か
ら
手
放
せ
な

い
」
と
お
互
い
の
主
張
は
平
行
線
の
ま
ま
。

　
こ
ん
な
時
に
亡
く
な
ら
れ
た
父
の
遺
言
書

が
あ
れ
ば
、
言
い
争
い
に
な
ら
な
か
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
遺
言
書
は
、
次
世
代
に
残

す
故
人
の
意
思
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
親
族
間

の
紛
争
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
有
用
で
す
。

ご
自
身
で
作
成
さ
れ
た
遺
言
書
を
法
務
局
へ

預
け
る
こ
と
で
、
よ
り
安
心
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
遺
言
書
を
法
務
局

が
守
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
和
歌
山
地
方
法
務
局
供
託
課

℡
０
７
３ 

ー 

４
２
２ 

ー 
５
１
３
１

　
体
育
協
会
設
立
50
周
年
記
念
事
業
「
ア
テ

ネ
・
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

谷
本 

歩
実 

氏
　
講
演
会
・
柔
道
教
室
」
は
、

中
止（
延
期
）し
ま
す
。開
催
日
等
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
課
　
℡
22 

ー 

３
７
６
５

■
姿
勢
で
か
わ
る

　マ
イ
ナ
ス
10
歳
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日
時
　
３
月
22
日
（
火
）
19
時
30
分
〜
21
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
　
新
田 

佐
津
紀 

先
生

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
お
持
ち
の
方
）

対
象
　
20
〜
74
歳
の
市
民
の
方

定
員
　
15
名（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
　 

３
月
９
日
（
水
）
〜
16
日
（
水
）

保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
82 

ー 

３
２
２
３

募
集
種
目
　
自
衛
官
候
補
生
、予

　
備
自
衛
官
補
（
一
般
）、
予
備

　
自
衛
官
補
（
技
能
）　
な
ど

※

受
験
資
格
、
受
付
期
間
な
ど

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　
有
田
募
集
案
内
所
　
℡
82 

ー 

６
６
３
１

申
込
み
　
３
月
18
日
（
金
）
〜

　
４
月
４
日
（
月
）

※

申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
湯
浅
税
務
署
　
℡
63 
ー 
５
３
５
１

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　

 

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

問問

問問 申
問
・

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
イ
ベ
ン
ト

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
ご
案
内

教

　室

各
種
目
自
衛
官
募
集

国
税
職
員
募
集 募

　集

に
っ
た

さ

つ

き

申
問
・

た
に
も
と

あ
ゆ
み

PICK UP

3月の図書館休館日
毎週火曜日、3月31日（木）

図書館のイベント

◆アリッサのおはなしかい
　（乳幼児～就園前くらい）
　4/7（木）10：30～

　※すべて参加費無料です

◆水曜映画会（大人向け）　
　「ゆずり葉の頃」（約105分）
　3/9（水）14：00～　※定員40名

◆もりのかみしばい屋さん（子ども向け）
　3/19（土）14：00～

◆こどもえいがかい
　「怪盗グルーの月泥棒」　（約95分）
　4/3（日）13：30～　※定員40名
　※「みんなでシネマ」上映会

※イベントは中止または変更
　する場合があります。

◆あかちゃんタイム（毎週木曜日）
　　　　　　　　　　9：30～12：00

有田市図書館　℡ 82-3220

詳しくは
こちら▶▶市民会館　℡ 82-2626

★新着図書紹介

お江戸の大火で命からがら焼きだされ、
無一文のすっからかん。人気戯作者十返
舎一九一家。尽きない騒動に娘の舞の苦
難は今日も続く…

諸田 玲子／著
もろ れいた こ

光文社

「 きりきり舞いのさようなら 」

ⒸAyako Yamamoto

★子ども司書講座参加者募集！！

子ども司書とは、本と人との結びつきを手助けするリー
ダーのことです。友だちや家族、地域の人たちに読書の楽
しさや大切さを伝える子ども司書をめざしてみませんか？
日時 　3/25（金）、26（土）13：30～ 15：30
対象　 市内小学校　５・６年生（2日間参加できる方）
定員　 ６名（先着順）
参加費　 無料
申込み　 図書館カウンターまたは電話にて受付中

5/5（木・祝）　13：30開場　14：00開演 （約60分・休憩なし）

親子で楽しむクラシック名曲コンサート

ピアノ貴公子が贈る情熱のリスト

こどもオペラ「ヘンゼルとグレーテル」

　歌とヴァイオリン、クラリネット、ホルン、ピアノのミニオーケストラです。（0歳からご入場いただけます。）
　♪プログラム「ぞうさん」「アイアイ」「子犬のワルツ」「おにのパンツ」
　　　　　　　オペラ 『ヘンゼルとグレーテル』 より 「ホークス、ボークス、魔法だぞ！」ほか
　【全席指定】　おとな前売券500円（当日800円） こども（中学生以下）前売券300円（当日500円）
　販売場所　市民会館　
　チケット発売開始　３月５日（土）9：00～　※膝上鑑賞無料。お席が必要な場合はチケットが必要

編曲／構成　福嶋 頼秀
ふく よりしま ひで

金子三勇士ピアノ＆トーク リサイタル
かね こ み ゆ じ

6/12（日）　13：30開場　14：00開演 （約120分）
♪プログラム　リスト：ラ・カンパネラ、ショパン：夜想曲「遺作」 ほか
【全席自由】一般　前売券1,500円（当日2,000円）
　　　　　　高校生　800円（当日1,000円）　小中学生　500円（当日800円）
販売場所　市民会館
チケット発売開始　３月26日（土）９時～
※未就学児の入場はご遠慮ください。

⑬ ARIDA　2022. ３



広報ありだ７００号記念　

「 どう読んだら伝わりやすい？ 」

　収録の約１週間前に原稿が届くと、担当チーフを中心に、漢字

の読み方の確認や伝わりやすい表現、順番などについて相談しま

す。表やグラフの読み方も、より分かりやすいように工夫を凝ら

します。その後は各自で自分の担当箇所を練習します。

「 収録時間も効率化 」

　毎月平均12ページの広報を、時間をかけて丁寧に収録します。

　現在は、感染症対策にも気をつかいながら、密にならないよう

に工夫しています。

　今年度からは、機械も更新。パソコンによる収録となり、操作

できるメンバーも増えています。

「 自分のパート以外も集中　みんなでつくる 」

　感染症対策で密の防止と併せ、不要な音を入れないために、読

み手以外は部屋の外へ。集中して収録作業をします。

　自分のパートが終わっても、読み間違いがないか全員でチェッ

クしながら進めていきます。

声
の
広
報
が

で
き
る
ま
で

「 

今
こ
そ
声
に

　で
き
る
こ
と
を 

」

　
声
の
広
報
は
、「
有
田
市
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
さ
や
き
」

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

視
覚
障
害
の
あ
る
方
に
向
け
て

お
届
け
し
て
い
る
音
声
版
の

「
広
報
あ
り
だ
」
で
す
。

　
さ
さ
や
き
メ
ン
バ
ー
総
勢
22

名
の
皆
さ
ん
が
月
交
代
で
３

チ
ー
ム
に
分
け
て
収
録
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
っ
て
の
収

録
が
難
し
い
中
で
も
、
途
切
れ

る
こ
と
な
く
こ
こ
ま
で
続
い
て

い
ま
す
。

　
声
の
広
報
は
ど
の
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
取

材
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
声
の
広
報
の
収
録
を

始
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
２
６
３
号

目
（
声
の
広
報
は
５
４
５
号
）
と

な
り
ま
し
た
。
昔
と
は
違
い
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
Ａ
Ｉ
が
文
章
を

読
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
の

時
代
。
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
声
や
間
の

取
り
方
、
想
い
を
の
せ
て
声
の
広

報
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
　秘
書
広
報
課
　℡
22 ― 

３
７
１
５↑それぞれの原稿にはたくさんの書き込みが

問
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有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

　昨年末に開催した「有田みかん海道マラソンＲ３オンラ
イン」には、全国から416名の方々にご参加いただきまし
た。申込特典として、参加者の中から抽選で150名の方に有
田市認定みかん（３kg）をお贈りさせていただきました。
当選者からは、「甘くてコクのある味に大満足です。」とい
う声が届いています。
　来年は３年ぶりの現地での開催を予定しています。

　有田市立病院では、令和３年12月７日付で平野 開士 医師
が産婦人科常勤医師として着任したことに伴い、分娩受け
入れを再開しました！
　平野医師は、これまで周産期と不妊治療をメインに診療を
行ってきました。「この地域の分娩が継続できるよう、少しで
も患者様の幸せに貢献できるように」との思いで着任しまし
た。今後も、地域医療を担う公立病院としての使命を果たす
べく産科医療体制の充実にも取り組んでまいります。

5月生まれのお子さん（就学前）募集中！氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選　※宛先は裏表紙参照　申込方法／郵便・メール・持込　締切／3月末日　　　　　秘書広報課　℡22-3715申・問
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２歳のお誕生日おめ
でとう☆いっちゃん、
いつも幸せをありが
とう♡

田中 大晴ちゃん
たいせいた なか

（１歳）
１歳のお誕生日おめで
とう　生まれてきてく
れてありがとう♡おね
えちゃんと仲良く元気
いっぱい育ってね！！

お誕生日おめでとう！
これからも元気いっぱ
いすくすく育ってね。

１歳おめでとう♡いつ
もニコニコ癒しをあり
がとう！
ももなちゃんこれから
も元気に成長してね♡

６歳のお誕生日おめで
とう♡
４月から１年生☆元気で
いっぱい楽しんでね

北野 李奈ちゃん
きた の なもも

（４歳）
明るくて優しくて面白
いゆめちゃん！４歳の
誕生日おめでとう♡こ
れからも皆に元気を
いっぱい分けてね！

（１歳）

江川 結芽ちゃん
え かわ めゆ

（３歳）
福田 凌大ちゃん
ふく だ たりょう

寺田 樹生ちゃん
てら だ せいいっ

（６歳）

（２歳）

落合 佳凛ちゃん
おちあい りんか

▼詳しくはP.12ホスピタルトピックス、市立病院ホームページをご覧ください！

　３月末で閉校となる初島中学校のホームカミングデーに
は、同窓生や家族連れ、親子３世代など、延べ200人を超え
る方々が来場されました。
　親子３世代で母校という中学３年生の男の子が、お父さ
んと一緒におじいちゃんの代の卒業アルバムを見に来たり、
元同級生たちが音楽室のピアノを弾いたりと、懐かしくて
あたたかい時間が流れました。

ひら の ひとはる
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　年度末を迎え、卒業、旅立ちな
どそれぞれの立場で未来への準備
をされている方も多いのではない
でしょうか。市政においても３月
は次年度事業に係る予算案を議会
へ提案する時期です。新型コロナ
ウイルス感染症対応を図りつつ、

未来に向けた持続可能な自治体経営への投資に係る予
算案を丁寧にご説明させていただきます。
　さて、皆様もご承知のとおり、１月25日にENEOS株
式会社和歌山製油所の操業停止の発表がございました。
人口約27,000人の小さなまちが、石油精製業と共に80
年を超える歴史を刻みながら共に発展してきた存在で
すので、言葉では言い表せないような衝撃であります。
　時代の流れと共に脱炭素化に向けた新たなエネル
ギーへの転換など社会情勢が変化し、また、石油の需

給ギャップ等から企業合併が進み全国で工場閉鎖が行
われていく中、和歌山製油所の存続についても危惧し
ていたところでありますが、今回の経営判断について
は、非常に残念な発表となりました。
　私のところにも発表以来、市連合自治会様や関連企
業様をはじめ、多くの皆様方からの不安の声をいただ
いており、発表の翌々日の１月27日には嘆願書を提出
したところです。
　今後、和歌山製油所の在り方について検討する協議
会において、国や県、関係各位の多くの皆様方のご協
力をいただくこととなりますが、私たちが一番当事者
意識をもって、地元の代表として様々な皆さんと連携
し、未来に向けた雇用の確保に取り組んでいきたいと
考えておりますので、皆様方のご理解とご協力をよろ
しくお願い申し上げます。

有田市長　望月 良男

　　　　有田市では、ご結婚されたお二人に、新居の住居費等を支援する制度を実施しています！

●対象
令和３年１月以降に婚姻届を提出され、
婚姻日の年齢が39歳以下のご夫婦

●対象
令和３年１月以降に婚姻届を提出され、
婚姻日の年齢が39歳以下のご夫婦

●結婚新生活支援補助金　概要
　令和３年１月１日以降に支払った下記費用を最大

　30万円まで補助します。

　家賃・共益費（３ヵ月分まで）、敷金、礼金、仲介

　手数料、新築や中古住宅の取得費用、引越業者や

　運送業者へ支払った引越費用

●結婚祝贈呈事業　概要
　新婚夫婦からこれまでお世話になった方に感謝の

　気持ちを有田市の産品に代えてお届けします。

　産品はカタログから上限１万円までお選びいただ

　けます。

　　　　　・　　経営企画課　℡ 22-3731

申込〆切3月31日まで
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より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

ARIDA　2022. ３ ⑯この広報紙は地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。


	1ページ
	2-3ページ
	4-5ページ
	6-7ページ
	8-9ページ
	10-11ページ
	12-13ページ
	14-15ページ
	16ページ

